
下記URLにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示されるアンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。 

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。 

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を進呈させていただきます。 

アクセスコード  6638
http://www.e-kabunushi.com

QRコード読み取り機能のついた携帯電話をお使いの方は、
右のQRコードからもアクセスできます。

携帯電話からもアクセスできます 

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。 

空メールによりURL自動返信 

株主の皆様の声をお聞かせください 

株主様向けアンケート 

TEL:03-5777-3900（平日 10：00～17：30）   MAIL:info@e-kabunushi.com●アンケートのお問い合わせ  「e -株主リサーチ事務局」 

※本アンケートは、株式会社エーツーメディアの提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。（株式会社エーツーメディアについての詳細　http://www.a2media.co.jp）

※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。 

いいかぶ 検索 検索 

証券コード 6638
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［2007年4月1日-2007年9月30日］ 

Innovation.

ホームページのご案内 当社は積極的な情報開示を行っております。ホームページも是非ご覧ください。 

http://www.mimaki.co.jpWEB SITE.

Click！ IR PageTop Page

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、 

アンケートを実施いたします。 

お手数ではございますが、 

アンケートへのご協力をお願いいたします。 

Yahoo!、MSN、exciteのサイト内にある検索窓に、いいかぶと4文字入れて検索してください。 

ホームページからご覧いただける当社ＩＲ活動の取組み

● 社長メッセージ・経営方針・業績・財務情報
● ＩＲイベントのご紹介
● ＩＲ資料室
● 株主様向けＦＡＱ

ＩＲに関するお問い合わせ、ご要望は下記までお願いいたします。 

株式会社ミマキエンジニアリング　経営管理部

メールアドレス：mimaki-ir@mimaki.jp
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株主の皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお慶び

申し上げます。平素は格別のご支援を賜り、心より厚く御礼

申し上げます。

当社第33期中間期（平成19年4月1日から平成19年9月30

日まで）を終了いたしましたので、ここに、当社中間期の報告

書をお届けいたします。何卒ご高覧賜りますよう、お願い

申し上げます。

中心に積極的な販売活動を展開するとともに、大判で硬い素

材をカットする新カッティングプロッタCF3シリーズや、自動

搬送装置付の産業用フラットベッドUV（紫外線）硬化インクジ

ェットプリンタIPFシリーズの発売開始を発表いたしました。

その結果、当中間連結会計期間の売上高は139億60百万円

（前年同期比35.1％増）、営業利益は9億1百万円（同

202.6％増）、経常利益は10億14百万円（同171.4％増）

となりました。

なお、当期の中間配当につきましては、1株につき2,000円

をお支払いすることにさせていただきましたので、ご査収く

ださいますようお願い申し上げます。

株主の皆様には、今後とも変わらぬご支援とご鞭撻を賜りま

すようお願い申し上げます。

株式会社ミマキエンジニアリング

代表取締役社長 池 田 明

当社の対象市場であるSG市場・IP市場・TA市場とも、多品

種少量生産、デジタルプリントの流れは急速に拡大してお

りますことから、当社グループの技術力を駆使し、「新しさ

と違い」を追求し、市場ニーズにマッチした製品を開発する

とともに、当中間期に発表・発売した新製品の拡販を進めて

まいります。

対象市場別概況 07-08

●売上高 ：97億37百万円
●前年同期比： 20.4%増 
（単位：百万円） 

18,387

（予想） 
19,965

 第33期 
（2008年3月期） 

14,336

 第32期 
（2007年3月期） 

13,344

 第31期 
（2006年3月期） 

 第30期 
（2005年3月期） 

9,737
8,084

■通期  ■中間期 

SG（サイングラフィックス）市場

当市場向け製品は、広告・看板等のサイングラフィックス市場

向けの機種群であります。

当中間期は、新製品JV33シリーズ発売前の買い控えの影響

も少なく、堅調に販売が推移した他、上位機種のJV5シリーズ

も累積販売台数を着実に伸ばしました。また、プリンタ本体の

稼動台数増加に伴うインク等消耗品売上も寄与いたしました。

その結果、売上高は97億37百万円（前年同期比20.4％増）

となりました。

●売上高 ：24億74百万円
●前年同期比： 157.9%増 
（単位：百万円） 

2,180

 第33期 
（2008年3月期） 

2,177

 第32期 
（2007年3月期） 

1,498

 第31期 
（2006年3月期） 

 第30期 
（2005年3月期） 

（予想） 
5,769

2,474

959

■通期  ■中間期 

IP（インダストリアルプロダクト）市場

当市場向け製品は、工業製品（インダストリアルプロダクト）の

生産現場等で使用される産業用途向けの機種群であります。

当中間期は、前年度下期発売の大型フラットベッドUV（紫外線）

硬化インクジェットプリンタのJF－1631/1610や、各種工

業用途向けのUJF－605C蠡の本格出荷により、様々な業界

におけるオンデマンド生産の実現に貢献し、インク等消耗品売

上も好調に推移いたしました。その結果、売上高は24億74

百万円（前年同期比157.9％増）となりました。

●売上高 ： 8億2百万円
●前年同期比： 19.0%増 
（単位：百万円） 

1,385

 第33期 
（2008年3月期） 

1,480

 第32期 
（2007年3月期） 

1,090

 第31期 
（2006年3月期） 

（予想） 
1,356

 第30期 
（2005年3月期） 

802
674

■通期  ■中間期 

TA（テキスタイルアパレル）市場

当市場向け製品は、裁断・縫製加工前の生地（テキスタイル）、

Tシャツ等の既製服（アパレル）等の市場向け機種群であります。

当中間期は、デジタルプリントビジネスの拡大を目論んだＴ

シャツプリント工程における前処理および後処理までのノウハ

ウの蓄積が進み、その成果を生かしたトータルソリューション

の提供販売が可能となりました。その結果、売上高は8億2百

万円（前年同期比19.0％増）となりました。

通期の見通し

当中間期におきまして、当社グループは“守りを固める”を

スローガンに掲げ、お客様に高品質な製品とサービスを提供

しつづけるために、安全管理（Safety）、品質管理（Quality）、

特許管理（Patent）に重点を置いた社内管理体制の整備を推

進してまいりました。

また、SG市場向けにおいては国内最大幅を誇るJV5－

320S、主力のJV3の後継機JV33シリーズを発売開始し、

IP市場向けにおいては、前年度下期発売のJF－1631等を

営業概況

将来に関する記述に
ついての注意事項

本書に記載されている業績予想および客観的事実以外の記述に関しましては、当社が現在入手している情報から得られた判断に基づいておりますが、リス
クや不確実性を含んでおります。当社の事業を取り巻く環境の変化等により、実際の業績等は異なる可能性があることにご留意ください。

当中間期 通期（予想）

金額（百万円）

13,960

901

1,014

669

28,910

1,980

2,010

1,260

23.9

70.9

54.0

63.4

前年同期比増減（％）

35.1

202.6

171.4

223.0

金額（百万円） 前期比増減（％）
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New 
Products

新製品ラインアップ

2007年に発表いたしました新製品をご紹介いたします。お客様に「新しさと違い」をご提供する、

ミマキエンジニアリングの技術力を結集した期待のラインアップです。

自動搬送装置によりデジタルプリントを自動化。
産業用フラットベッドＵＶ硬化インクジェットプリンタ

○最大作図範囲：1,602mm×1,016mm ○解像度：1,200×1,200dpi, 600×600dpi ○インク：
YMCKLmLc + 白＋クリアコート　○最大ワーク高さ：250mm ○最大ワーク重量（パレット、治具込み）：
均等荷重で20kg ○印刷スピード(600×600dpi 8passHi 4色双方向) パレット(1,037×1,637mm)の
移動時間も含め約5.5枚/時間

Promotional 
Events

製品発表会・展示会への取組み

当社は展示会や新製品発表会などのイベントを通して、お客様に当社製品の特長をご理解いただける機会を

数多く提供しています。各イベントともに多くの皆様にご来場いただきました。

2007
New Model

IP

1.6m×3.1ｍまでの大判で硬い素材もカット。
ルーター搭載可能な大型フラットベッドカッティングプロッタ

○最大カットサイズ：CF3-1631（1,602mmx3,100mm）／CF3-1610（1,602mmx1,012mm） ○駆動
方法：X.Y,Z.θ DCサーボ　特殊タイミング駆動　○最大速度：50cm/s ○ワーク固定方法：ブロアーによる
真空吸着　○最大カットワーク厚み： ルーター：50mm タンジェンシャルカッター：10mm レシプロカッ
ター：20mm ○コマンド：MGL-Ⅱc3(MGL-Ⅱcをサポート) ○インタフェース：USB, RS-232Ｃ

2007
New Model

IP

国内最大3.2ｍ幅を超高速・高画質でプリント。

グランドフォーマット

インクジェットプリンタ

○最大プリント幅：JV5-320S（3,250mm） ○インク：専用ソルベントインク HS、ES3
（440cc／カートリッジ）（4色モード、6/8色モードを切り替え可能）○解像度：540、720、
1,440dpi ○インタフェース：USB-2.0

2007
New Model

SG
さらに速く、美しく。

低価格を実現した普及機。

ワイドフォーマット

インクジェットプリンタ

○最大プリント幅：JV33-130（1,361mm）／JV33-160（1,610mm） ○インク：専用ソル
ベントインク／SS21, ES3（440ｃｃ/カートリッジ）専用水性顔料インク／（220cc／カート
リッジ）専用昇華転写インク／Sb51（440cc/カートリッジ）（水性インク（顔料・昇華転写）は、本体
インストール時に選択。4色モード、6色モードを切り替え可能） ○解像度：540、720、
1,440dpi ○インタフェース：USB-2.0

2007
New Model

SG

会場内の当社ブースには新製品や出力サンプルが多数展示され、

JV5シリーズの実演プレゼンテーションでは、超高速で高画質な

マシン性能をご来場の皆様にお伝えすることができました。

大型フラットベッドUV硬化プリンタIPFシリーズの実演展示を

中心に、産業用途向けプリンタの可能性をご紹介いたしました。

期間中はカラーマネジメントセミナーも同時開催されました。

東京都内において「新製品発表会」を開催いたしました。

当日は多くの取引先企業様にご参加いただき、当社営業本部から

新製品の特徴についてプレゼンテーションを実施いたしました。

SIGN & DISPLAY SHOW 
2007
8月30日～9月1日
東京ビッグサイト（東京国際展示場）

IGAS 2007
9月21日～9月27日
東京ビッグサイト（東京国際展示場）

5月30日
東京都内

新製品
発表会
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中間貸借対照表（要旨）

前 期
2007年 3 月31日現在

当中間期
2007年 9 月30日現在

科 目

（単位：百万円）

資産の部
流動資産
固定資産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産
資産合計
負債の部
流動負債
固定負債
負債合計
純資産の部
株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
評価・換算差額等
新株予約権
純資産合計
負債・純資産合計

14,844
5,847
4,580

267
999

20,692

14,033
1,407

15,441

5,246
1,219
1,107
2,920

4
―

5,251
20,692

15,854
6,129
4,667

273
1,188

21,984

15,193
1,130

16,323

5,618
1,219
1,107
3,291

4
37

5,661
21,984

中間損益計算書（要旨）

前中間期
自 2006年 4 月 1 日
至 2006年 9 月30日

当中間期
自2007年 4 月 1 日
至 2007年 9 月30日

科 目

（単位：百万円）

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間株主資本等変動計算書（要旨）当中間期（自2007年4月1日 至2007年9月30日）
（単位：百万円）

2007年3月31日残高
中間会計期間中の変動額
特別償却準備金の取崩し
固定資産圧縮積立金の取崩し
別途積立金の積立て
剰余金の配当
中間純利益
株主資本以外の項目の中間会計期間中の変動額（純額）
中間会計期間中の変動額合計
2007年9月30日残高

1,219

―
1,219

1,107

―
1,107

2,920

―
―
―

△72
444

371
3,291

5,246

―
―
―

△72
444

371
5,618

4

0
0
4

―

37
37
37

5,251

―
―
―

△72
444
37

409
5,661

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

評価・
換算差額等 新株予約権 純資産合計

株主資本

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益　
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税引前中間純利益
法人税、住民税及び事業税
過年度法人税等
法人税等調整額
中間純利益

9,843
6,219
3,623
3,160

462
132

56
538

1
80

459
206
―

△50
303

12,873
8,047
4,825
4,177

648
187
87

748
1

30
719
320
15
△60

444

Stakeholders 
Communication

ステークホルダーコミュニケーション活動のご紹介

企業の社会的責任が問われる現在、当社はステークホルダーの皆様とのコミュニケーション活動を

積極的に行ってまいります。

IR活動の取組み

■ IRカレンダー ■ 個人投資家向け会社説明会を開催

個人投資家の皆様と直接のコミュ
ニケーションを図るため、会社説
明会を適時開催しております。個
人投資家の皆様に当社への理解
を深めていただくため、今期の取
組み状況等をご説明させていた
だきました。

■ JASDAQ上場記念キャンペーン

2007年4月16日～6月29日のキャンペーン期間中に、当社製品
「JV5シリーズ」「JV3-130SL/SP蠡」をご購入いただきましたお客
様を対象に、当社純正消耗品をプレゼントさせていただきました。

企業市民としての取組み‐ＣＳＲ

■ ゴミ拾い活動

当社では地域への社会貢献
活動として、社員が参加する
ボランティア活動の「ゴミ拾
い」を行っております。様々な
活動を通して環境保全への取
組みを推進してまいります。

■ ミマキまつり－感謝祭

地域の皆様への感謝の気持ちをお
伝えすることを目的に、11月3日に
「第1回ミマキまつり＆工場見学会」
を開催いたしました。当日は本社と
加沢工場を開放して、インクジェット
プリンタの実演や出力サンプルの無
料配布などを行い、当社事業への理
解を深めていただきました。

2007 3月

5月

6月

8月

9月

11月

12月

ジャスダック証券取引所に上場

決算発表・決算説明会

定時株主総会・株主様向け会社説明会

配当金支払日・「Business Report 2007」発送

第１四半期決算発表

個人投資家向け説明会

中間決算発表・中間決算説明会

中間配当金支払日・「Interim Business Report

2008」発送

Interim Business Report 200805
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中間連結損益計算書（要旨）

前中間期
自 2006年 4 月 1 日
至 2006年 9 月30日

当中間期
自2007年 4 月 1 日
至 2007年 9 月30日

科 目

（単位：百万円） 中間連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

当中間期
自2007年 4 月 1 日
至 2007年 9 月30日

科 目

（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の減少額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の中間期末残高

841

△500

△368

27

△0

4,769

4,768

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間連結貸借対照表（要旨）

前 期
2007年 3 月31日現在

当中間期
2007年 9 月30日現在

科 目

（単位：百万円）

資産の部

流動資産

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

資産合計

負債の部

流動負債

固定負債

負債合計

純資産の部

株主資本

資本金

資本剰余金

利益剰余金

評価・換算差額等

新株予約権

純資産合計

負債・純資産合計

15,876

5,894

4,882

299

712

21,770

14,463

1,462

15,926

5,739

1,219

1,107

3,412

105

―

5,844

21,770

17,313

6,062

4,997

319

745

23,375

15,715

1,169

16,884

6,337

1,219

1,107

4,010

116

37

6,491

23,375

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当期（中間）純利益 
単位：百万円 

経常利益 
単位：百万円 

 

営業利益 
単位：百万円 

 

売上高 
単位：百万円 

 
19,147

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
第31期 第32期 第33期 

13,960

28,910
（予想） 

10,331

23,337

676

2,000

1,500

1,000

500

0
第31期 第32期 第33期 

901

1,980
（予想） 

297

1,158

377

1,500

1,200

900

600

300

0
第31期 第32期 第33期 

669

207

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
第31期 第32期 第33期 

1,014

373

■通期 

■中間期 

■通期予想 

■通期 

■中間期 

■通期予想 

■通期 

■中間期 

■通期予想 

■通期 

■中間期 

■通期予想 

1,305

1,260
（予想） 

785

2,010
（予想） 

771

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益　

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前中間純利益

法人税、住民税及び事業税

過年度法人税等

法人税等調整額

中間純利益

10,331

5,928

4,402

4,104

297

124

48

373

5

80

298

227

―

△135

207

13,960

7,699

6,260

5,359

901

188

75

1,014

7

37

985

534

15

△234

669

キャッシュ・フロー計算書のP O I N T

現金及び 
現金同等物の 

期首残高 
⑥  4,769

841

4,768

△0

27

△500

営業活動による 
キャッシュ・フロー 
 

① 
② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

 
③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

 
現金及び 

現金同等物に係る換算差額 ④ 

⑤ 現金及び 
現金同等物の減少額 

⑦ 
現金及び 

現金同等物の 
中間期末残高 

 

△368

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

中間連結株主資本等変動計算書（要旨） 当中間期（自2007年4月1日 至2007年9月30日）
（単位：百万円）

2007年3月31日残高

中間連結会計期間中の変動額

剰余金の配当

中間純利益

株主資本以外の項目の中間連結会計期間中の変動額（純額）

中間連結会計期間中の変動額合計

2007年9月30日残高

1,219

―

1,219

1,107

―

1,107

3,412

△72

669

597

4,010

5,739

△72

669

597

6,337

105

11

11

116

―

37

37

37

5,844

△72

669

49

646

6,491

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

評価・
換算差額等 新株予約権 純資産合計

株主資本

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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会社の概況 （2007年9月30日現在）

商号

設立

資本金

本社・工場

従業員

事業内容

取引銀行

株式会社ミマキエンジニアリング

1975年8月

12億1,940万円

長野県東御市滋野乙2182-3

0268（64）2281（代表）

連結：630名／単体：478名

コンピュータ周辺機器および

ソフトウェアの開発・製造・販売

譁八十二銀行・譁三菱東京UFJ銀行

譁三井住友銀行・譁みずほ銀行

役員 （2007年9月30日現在）

代表取締役社長

代表取締役副社長

専務取締役

専務取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役相談役

常勤監査役

監査役

監査役

池田　明

野口　幹夫

藤田　正秋

小林　久之

大西　勝

今田　新太郎

手塚　千加雄

佐金　榮

田中　規幸

今井　征芳

岩下　智和

大沼　孝雄

グループネットワーク

株主メモ

事業年度

定時株主総会

基準日

単元株式数

株主名簿管理人

同事務取扱場所

同連絡先

同取次所

公告方法

上場金融商品取引所

証券コード

4月1日から3月31日まで

毎事業年度終了後3ヶ月以内

定時株主総会　3月31日

期末配当　　　3月31日

中間配当　　　9月30日

その他必要があるときは、あらかじめ公告して

定めた日

単元株制度無し

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

三菱UFJ信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

〒137-8081

東京都江東区東砂七丁目10番11号

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

0120-232-711

三菱UFJ信託銀行株式会社 全国各支店

当社ホームページ（http://www.mimaki.co.jp）

に掲載いたします。ただし、電子公告によるこ

とができないやむを得ない事由が生じた場合

は、日本経済新聞に掲載いたします。

ジャスダック証券取引所

6638

発行可能株式総数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

発行済株式の総数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

株主数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大株主の状況

66,800株

20,700株

572名

株式の状況 （2007年9月30日現在）

株式の分布状況

Mimaki Network
http://www.mimaki.co.jp

MIMAKI USA,INC.
150 Satellite Boulevard, suite A,
Suwanee, GA 30024
http://www.mimakiusa.com

MIMAKI EUROPE B.V.
Joan Muyskenweg 42-44,
1099CK Amsterdam
http://www.mimakieurope.com

株式会社グラフィッククリエーション
〒107-0052
東京都港区赤坂1-5-12第二虎ノ門ビル
http://www.graphic-creation.com

株式会社ウィズテック
〒192-0903
東京都八王子市万町1-3
http://www.wiztec.co.jp/

株式会社ミマキプレシジョン
〒389-0512
長野県東御市滋野乙2182-3
http://www.mimakiprecision.co.jp

台湾御牧股 有限公司
台中縣潭子郷中山路3段37號

本社・牧家工場

加 沢 工 場

長野開発センター

東 京 支 社

大 阪 支 店

札 幌 営 業 所

仙 台 営 業 所

〒389-0512 長野県東御市滋野乙2182-3

〒389-0514 長野県東御市加沢1333-3

〒380-0803 長野県長野市三輪1-8-14

〒141-0001 東京都品川区北品川5-9-41 
TKB御殿山ビル

〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-13-41 
明治安田生命江坂ビル

〒060-0032 北海道札幌市中央区北2条東1-5-2
サニープリンス1F

〒980-0011 宮城県仙台市青葉区上杉1-6-22 
サンビル1F

長 野 営 業 所

さいたま営業所

金 沢 営 業 所

名古屋営業所

広 島 営 業 所

福 岡 営 業 所

熊 本 営 業 所

〒389-0512 長野県東御市滋野乙2182-3

〒330-0061 埼玉県さいたま市浦和区常盤5-8-41 
読売浦和ビル1F

〒920-0027 石川県金沢市駅西新町2-12-6

〒465-0052 愛知県名古屋市天白区井口1-309

〒731-0101 広島県広島市安佐南区八木1-7-25

〒812-0041 福岡県福岡市博多区吉塚5-11-15

〒861-8028 熊本県熊本市新南部4-7-38 
オーエムビル1F

●関連会社案内

●事業所案内

所有株数別 

1株以上100株未満 

547名（95.63%） 

100株以上500株未満 

15名（2.62%） 

500株以上 
10名（1.75%） 

所有者別 

個人その他 

8,616株（41.62%） 

45株（0.22%） 

金融商品取引業者 

外国法人等 

1,007株（4.87%） 

その他の法人 

7,931株（38.31%） 

金融機関 

3,101株（14.98%） 

株式会社池田ホールディングス

ミマキエンジニアリング従業員持株会

田中　規幸

有限会社田中企画

東京中小企業投資育成株式会社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

株式会社八十二銀行

エプソンアヴァシス株式会社

池田　明

3,500

2,253

2,064

2,000

1,770

1,119

779

700

600

526

16.91

10.88

9.97

9.66

8.55

5.41

3.76

3.38

2.90

2.54

株主名 持株数（株）出資比率（％）

★


